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フラットベッドスキャナを用いて得られる湿潤土壌の画像をパソコンで解析し、その

赤色輝度平均値を求めることにより、土壌の全炭素含量を簡易に推定することができる。 
 
 

 フラットベッドスキャナを用いた土壌全炭素含量の推定は，以下の手順で行う． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この手法により，パソコンとフ

ラットベッドスキャナさえあれば，

簡易に土壌全炭素含量を推定する

ことができる． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 農業研究センターでは，湿潤土壌を封入する専用の使用容器と，スキャナと連動して土壌全炭素含量の推
定を行うプログラムを，県工業技術センターと共同開発中である． 
 
 
 
 
担当研究室 生産環境部 土壌作物栄養研究室   

〒024-0003 北上市成田 20-1          TEL. 0197-68-4423  FAX. 0197-71-1085 

フラットベッドスキャナ利用による土壌全炭素含量の簡易推定法 

①小型シャーレに湿潤

土壌を封入する。 

②スキャナにシャーレを 

乗せ、土壌の画像を得る。

③パソコン上で、画像の土壌部分だけを選択し、

土壌の色を R-G-Bの成分に分ける。各画素の

R輝度値の平均値を計算する。 

図 1 フラットベッドスキャナを用いた土壌全炭素含量推定手順 
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図 2 湿潤土壌の赤色輝度値と土壌全炭素含量 


